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教職員との懇談会 

過日は、南が丘学校支援委員会の学校協働部会が実施しました平成２７年度の「学校

教育活動に関するアンケート」にご協力いただきまして、ありがとうございました。結

果の集約（下のグラフ参照）ができましたので報告させていただきます。今後は、結果

やいただきましたご意見を十分に検討し、南が丘小・中学校の来年度（平成２８年度）

の学校運営の取り組みへの「提言」としてまとめてまいります。                          

南が丘学校支援委員会 

                           委員長 當野 郁 

                  

※各項目、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた数値をグラフ化しました。 ※地域の方々については、「判断

できない・分からない」「無回答」が多いため、肯定的な回答の割合が低くなっている項目もあります。 

アンケート結果についての考察と対応から（抜粋） 

○子どもたちのあいさつについて 
あいさつの課題については、継続したものとして今年度も挙げられております。学校での取り組みに

とともに、「あいさつをなぜするのか？」について家庭・地域がそれぞれの立場や経験で子どもたちに教
えていく必要があります。学校・家庭や地域の大人たちのあいさつが、子どもたちの手本となるよう、お
願いします。 

○子どもたちが、偏食のない食習慣を身につけるために 

学校での食教育の取組により、子どもたちが食に関心を持ち、給食を残さず食べようとしていることは
たいへん望ましいことです。引き続き、学校と家庭が連携をし、情報を交換しながら食教育への取組を
継続していただくようお願いしています。 

○学校トイレの環境整備、清掃指導について 

トイレの環境改善は以前からの課題であり、前身の南が丘地域教育委員会が小学校・小学校 PTA・
自治会とともに行政に改善をお願いしてきました。ようやく来年度、改修の方向で進められております。   
今後は、「清掃マニュアル」を基に、児童に対してきめ細かく分かりやすい指導とともに、使い方の指

導もお願いしています。また、保護者・地域のみなさまに清掃指導ボランティアを募集しておりますの
で、多くの方のご協力をお願いします。 

○子どもたちが、楽しい学校生活を送るために 

学校での児童・生徒の様子をきめ細かく見ていただく中で、児童・生徒の悩みや問題を把握し、適切
な対応をお願いするとともに、家庭への連絡も迅速にかつ十分に行っていただきたいと願います。     
また、担任だけでなく、複数の教職員で児童・生徒や学級の様子をつかみ、適切に対応していくことの

できる体制づくりもお願いしています。 

中学校 

小学校 


